
昭和電工＜4004＞、日立化成＜4217＞を9640億円投じてTOBで子会
社化へ

昭和電工は18日、日立製作所傘下で東証1部上場の日立化成に対して完全子会社化を目的にTOB（株式
公開買い付け）を実施すると発表した。日立化成の株式51.24％を保有する親会社の日立はTOBに応募
することで合意している。買収金額は最大9640億円。今年の日本企業がかかわるM＆Aとして、豪ビー
ル大手を約1兆2000億円で買収することを決めたアサヒグループホールディングスの案件に次ぐ2番目
の規模となる。

日立は社会インフラ事業やIoT（モノのインターネット）事業に経営資源を集中させる方針に基づき、
グループ子会社の見直しを進めていた。日立化成は1962年に日立から分離独立して発足した中核子会
社で、エレクトロニクス関連の機能材料などに強みを持つ。

日立化成株式の買付価格は1株につき4630円。TOB公表前日の終値4080円に13.48％のプレミアムを
加えた。買付予定数の下限は議決権ベースで3分の2にあたる1億3881万3300株。昭和電工は買付主体
となるHCホールディングス（東京都港区）を設立した。

買い付けは2020年2月開始を目指す。買付代理人はみずほ証券。


